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奔

　
R
本
経
濟
史
の
研
究
今
な
ほ
草
創
の
歌
態
に
あ
る
は
其
皐
閥
の

霊
場
研
究
方
法
の
不
備
及
び
研
究
材
料
の
不
整
頓
に
墓
署
す
る
事

多
か
る
べ
し
本
書
は
奨
、
等
の
鋏
焔
を
満
さ
ん
が
た
め
に
編
纂
せ
ら

れ
た
る
も
の
に
し
て
第
一
章
に
於
て
は
経
濟
実
書
地
學
科
ε
の
關

係
を
引
き
纏
濟
史
ε
歴
史
の
経
麟
的
論
明
の
差
異
等
を
明
か
に
し

日
本
経
濟
史
ぐ
」
は
要
す
る
に
我
國
に
於
け
る
経
濟
事
費
の
史
的
．
研

究
な
れ
、
こ
も
其
の
窮
極
の
目
的
は
経
濟
題
号
の
一
大
理
法
の
嚢
児

に
あ
り
ε
し
、
第
二
章
に
あ
り
て
は
日
本
纏
濟
史
研
究
の
樋
門
を
略

腐
し
節
三
章
に
於
て
其
の
研
究
の
必
要
を
高
構
し
第
四
章
に
於
て

に
典
研
究
の
往
時
に
比
し
て
極
め
て
容
易
に
な
れ
る
を
指
摘
し
第

瓢
｛
昂
に
は
n
口
・
本
経
轍
胴
史
研
究
の
ワ
山
刀
法
“
ぜ
斗
出
d
髭
奴
ハ
膏
甲
に
｝
は
n
太
コ
維

濟
聖
研
究
の
材
料
を
繋
ぐ
最
後
は
著
者
の
最
も
努
力
せ
る
部
分
に

し
て
頁
を
費
す
思
惑
に
約
二
百
七
十
に
及
べ
り
第
嚇
部
総
鶯
は
山

口
索
引
解
題
に
分
ち
、
第
二
部
資
料
は
普
通
寺
運
書
、
材
料
集
、
叢
書

論
集
に
分
ち
、
第
三
郡
論
著
は
蕾
時
の
論
著
及
び
維
前
後
の
論
薯
洋

書
一
班
に
分
ち
夏
に
種
類
に
よ
り
て
細
分
し
。
日
本
経
二
一
研
究
の

鱈
料
を
或
は
解
題
し
或
は
内
蓉
一
班
を
示
し
て
過
去
に
於
け
る
關

係
論
著
は
勿
論
史
籍
日
記
史
料
等
を
網
羅
し
た
る
も
の
に
し
て
丁

寧
親
切
を
極
め
最
後
に
附
せ
る
書
名
索
引
ミ
共
に
斯
累
入
門
者
は

　
　
　
　
　
　
　
　
頚
〃
龍
門
號
　
　
　
篇
｝
汎
山
ハ
　
（
山
a
闘
二
）

勿
論
一
般
史
家
の
た
め
に
も
非
常
に
便
笠
を
輿
ふ
る
も
の
な
る
べ

し
小
粥
版
m
隅
七
八
頁
、
　
外
に
索
引
山
肥
○
～
東
、
（
内
口
外
轟
版
株
式
倫
ロ
赴
嚢

行
、
蟹
、
四
五
〇
）
〔
巾
村
〕

㊥
ノ
ノ
、
・
寓
・
と
8
客
§
b
Ω
冒
…
鴇
｝
§
ン
ご
器
駐
◎
…
鴇
H
貯
図
㈹
｝
・
窟

け
ぎ
。
回
。
紹
亀
爵
。
H
、
毒
鷲
ニ
リ
O
o
黙
舞
）
，
・
（
H
L
O
冨
へ
一
〇
ご
り
　
目
0
1
－
O
）
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本
書
は
百
五
十
無
難
に
過
ぎ
ざ
る
小
冊
子
な
れ
一
こ
も
從
來
類
書

殆
♂
絶
無
ミ
も
云
ふ
べ
き
埃
及
に
於
け
る
群
行
教
修
道
生
活
の
超

原
を
熱
き
し
も
の
な
れ
ば
此
方
面
の
研
究
者
に
、
こ
り
て
は
右
盆
な

る
洋
字
た
る
を
失
は
す
先
づ
墓
．
督
教
徒
以
外
の
諸
邦
民
間
に
於
け

る
宗
教
生
活
に
現
れ
た
る
遁
世
思
惣
を
一
幽
し
て
そ
の
基
教
修
道

生
活
に
及
ぼ
せ
る
影
響
如
何
を
観
そ
れ
よ
り
埃
及
の
地
に
野
生
せ

る
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
の
宮
原
二
毛
静
紳
2
0
窪
。
び
一
塞
二
派
の
生
活
様

式
修
道
曾
の
鉱
質
齎
閣
を
鋤
き
最
後
に
其
、
流
風
の
傅
播
駈
出
せ
る

経
路
を
影
乾
し
居
れ
り
著
者
は
相
當
に
聖
裁
史
料
を
渉
均
し
屠
れ

る
や
う
な
れ
，
こ
も
記
述
は
簡
易
を
旨
く
」
し
た
れ
ば
墨
衛
乳
癌
値
は

元
よ
り
低
き
を
発
が
れ
す
脚
て
本
誌
上
に
紹
介
セ
る
ウ
ー
ク
マ
ン

氏
の
好
董
、
修
道
思
想
の
進
化
L
ミ
籾
倹
っ
て
モ
ナ
ス
チ
シ
ズ
ム
研

究
に
入
ら
ん
一
こ
す
る
も
の
・
好
指
針
た
る
を
得
ん



　
　
　
⑰
諺
乾
げ
質
H
麹
給
p
詳
図
巽
。
一
）
o
葺
鑓
鐸
。
曙
“
o
ご
9
μ
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一
〇
σ
Q
汀
巳
ヴ
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二
二
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。
負
爵
O
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O
ゆ
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国
a
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9
馬
（
U
9
り
曹
♪
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）

　
缶
p
馨
剛
強
の
敵
洲
史
年
表
の
初
版
は
｝
八
九
七
年
に
出
で
爾
來

屡
々
改
訂
暦
補
を
観
た
る
が
最
近
の
新
版
は
更
に
世
界
大
戦
結
了

後
の
田
田
　
九
年
六
月
迄
を
追
加
し
て
公
刊
せ
ら
る
・
に
至
れ
り

大
戦
期
の
紛
糾
を
極
め
居
れ
る
駄
洲
政
界
の
事
件
瀬
末
を
矢
張
本

位
縫
來
の
様
式
を
追
ひ
濁
逸
東
南
北
歓
洲
諸
國
英
吉
利
佛
薗
西
の

四
方
面
に
蓮
宜
分
騰
せ
し
め
簡
明
な
る
詑
事
を
年
次
順
に
掲
げ
し

竺
般
學
知
者
を
盆
す
る
こ
、
こ
多
大
な
る
べ
し
ε
思
は
る
、
な
り

木
製
こ
の
年
表
は
中
世
以
降
の
敏
洲
史
を
國
別
叉
は
地
方
別
の
四

型
劃
に
分
ち
記
事
比
較
的
詳
密
な
る
上
巻
尾
に
諸
戦
役
摘
要
王
室

系
圖
帝
王
表
を
附
し
た
る
も
の
な
れ
ば
讃
書
子
に
艶
え
す
利
便
を

供
す
る
黙
に
於
い
て
其
編
纂
法
は
類
書
中
優
秀
な
る
も
の
に
厩
す

べ
し
然
し
な
が
ら
近
世
期
の
部
に
入
り
て
入
営
佛
の
三
旗
挙
に
鋤

し
爾
儀
の
束
、
南
、
北
若
洲
諸
地
方
の
事
件
を
一
旺
劃
の
下
に
併
記

せ
る
は
極
端
な
る
便
宜
主
義
に
流
れ
し
も
の
、
こ
い
ふ
べ
く
聯
か
鑑

雅
の
嫌
ひ
な
き
に
あ
ら
ざ
る
な
り
〔
以
上
植
村
〕

　
ピ
い
チ

醗
額
手
管
ご

第
六
巻
　
　
紹

檜
扇

介

　
束
京
美
術
隠
々
工
晒
首
研
究
室
の
研
究
報
告
第
叫
韓
に
し
て
腸

裁
は
鼎
殉
版
和
装
雄
蟹
綴
、
破
璃
版
六
十
∴
三
枚
、
　
太
↓
久
五
十
∴
九
百
ハ
よ
・
り
成

る
嗣
墨
講
師
香
取
秀
眞
氏
の
實
地
に
就
い
て
撮
影
せ
る
爾
遣
晶
の

寅
…
眞
を
主
ε
し
五
六
の
他
の
稀
物
を
加
へ
こ
れ
に
饗
す
る
同
氏
の

解
説
S
も
云
ふ
べ
き
「
熊
野
ま
み
り
」
ミ
六
角
紫
水
氏
の
「
手
儀
の

蒔
絡
に
就
い
て
」
　
な
る
一
文
「
こ
を
載
せ
別
に
櫛
笥
一
覧
表
ミ
前
年

嚢
見
せ
る
明
徳
元
年
の
熊
野
新
宮
騨
賓
目
録
ミ
を
以
て
せ
り
香
取

氏
の
文
は
紀
行
丈
艦
な
る
を
以
て
供
物
類
の
精
彩
な
る
研
究
を
是

れ
に
求
む
る
こ
ε
難
き
も
軍
易
な
る
間
に
興
味
あ
る
見
解
を
示
す

庭
少
な
か
ら
す
高
倫
な
る
案
内
記
ミ
罹
る
べ
し
ま
た
六
角
氏
の
文
、

は
蛭
類
手
法
の
沿
革
を
概
説
し
て
本
新
宮
の
手
欝
の
占
む
る
位
置

を
設
け
る
小
丈
な
り
南
北
朝
よ
り
足
利
初
期
の
遣
品
S
し
て
蒔
払
囎

の
系
統
上
霊
要
な
る
此
等
の
遣
品
も
土
地
の
遠
隔
の
黒
甜
來
調
査

牽
だ
全
か
ら
ざ
り
し
が
今
ま
本
然
所
牧
の
背
面
に
依
っ
て
其
の
性

質
を
窺
ひ
握
べ
く
工
藝
家
の
好
参
考
た
ら
む
其
の
紳
寳
目
録
は
岡

岬
の
費
物
．
研
究
上
重
要
な
る
資
料
に
し
て
魏
の
方
面
の
研
究
者
の
、

注
意
を
惹
く
も
の
な
り
（
巧
位
署
早
急
、
六
、
鷲
○
）

翻
正
倉
院
樂
器
の
調
査
報
告

第
四
號
　
　
　
一
四
七
　
　
（
山
ハ
四
一
二
）


